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一

は
じ
め
に

１

人
事
考
課
制
度
の
現
状

人
事
考
課
（
査
定
）
と
は
、
使
用
者
が
、
昇
給
、
賞
与
、
昇
格
、
昇
進
、
職
務
配
置
、
職
業
訓
練
等
の
処
遇
・
人
事
管
理
の
資
料
と
す
る

た
め
に
個
々
の
労
働
者
の
職
務
能
力
、
勤
務
態
度
お
よ
び
勤
務
実
績
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
き
評
価
・
記
録
す
る
行
為
お

よ
び
そ
の
た
め
の
制
度
を
い
う
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
、
職
能
資
格
制
度
・
職
能
給
制
度
あ
る
い
は
近
時
に
お
い

て
は
成
果
主
義
賃
金
制
度
が
採
用
さ
れ
、
人
事
考
課
に
基
づ
き
昇
給
等
の
処
遇
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
高
度
成
長
期
に
お
い
て
は
、
賃
金
は

毎
年
上
昇
し
て
お
り
、
人
事
考
課
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
得
た
場
合
で
も
、
一
般
に
名
目
賃
金
が
減
少
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
が
、

一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
低
成
長
・
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
時
代
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
に
よ
る
賃
金
減
額
の
問
題

が
よ
り
深
刻
な
も
の
と
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
進
行
し
た
雇
用
管
理
の
個
別
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
人
事
考
課
の
違
法
性
を
争
う
事
案

が
増
加
し
て
い
る
。

２

問
題
の
所
在

裁
判
例
は
、
一
貫
し
て
、
使
用
者
に
人
事
考
課
に
関
す
る
裁
量
権
お
よ
び
人
事
考
課
に
基
づ
い
て
賃
金
額
を
一
方
的
に
変
更
す
る
権
利

（
形
成
権
）
を
認
め
て
お
り
、
裁
量
権
の
濫
用
・
逸
脱
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
権
利
濫
用
法
理
に
よ
り
人
事
考
課
を
違
法
と
し
て
損
害
賠

償
請
求
を
認
容
し
、
救
済
を
図
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
人
事
考
課
が
違
法
と
さ
れ
た
場
合
で
も
、
あ
る
べ
き
等
級
の
確
認
請
求
、
人
事
考
課

の
や
り
直
し
請
求
ま
た
は
差
額
賃
金
請
求
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
使
用
者
の
裁
量
権
を
認
め
る
裁
判
例
の
現
状
か
ら
は
、
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労
働
者
が
不
利
な
立
場
に
留
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
（
労
契

法
三
条
一
項
）
か
ら
は
問
題
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
近
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査１

）に
よ
れ
ば
、
評
価
の
納
得
性
に
つ
い
て
、

満
足
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
と
答
え
た

人
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
ま
た
は
「
不
満
」
と
答
え
た
人
の
割
合
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
五
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
不
満
に
思
っ
て
い
る
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
三
年
前
と
現
在
を
比
べ
て
評
価
の
納
得
性
が
低
下
し
た
と

答
え
た
者
が
多
く
な
っ
て
い
る２

）。
人
事
考
課
制
度
に
対
し
て
少
な
く
な
い
労
働
者
が
不
満
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
開
示
、
説
明
お
よ

び
協
議
等
が
十
分
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
納
得
感
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
は
、
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
に
合
致
し
、
人
事
考
課
に
関
す
る
労
使
間
の
意
思
疎
通
を
促
進
し
う
る
法
理

論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

３

本
稿
の
目
的
と
議
論
の
限
定

本
稿
に
お
い
て
は
、
人
事
考
課
に
関
す
る
学
説
お
よ
び
裁
判
例
の
検
討
に
基
づ
い
て
、
使
用
者
の
人
事
考
課
に
関
す
る
裁
量
権
お
よ
び
一

方
的
な
賃
金
変
更
権
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
な
ら
び
に
人
事
考
課
制
度
の
下
に
お
い
て
使
用
者
は
公
正
評
価
義
務
を
負
っ
て
い

る
と
解
す
べ
き
こ
と
を
労
働
条
件
変
更
法
理
等
に
基
づ
い
て
論
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
と
合
致
し
、
人
事
考
課

に
関
す
る
労
使
間
の
意
思
疎
通
を
促
進
し
う
る
法
理
論
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
差
別
事
案
以
外
の
賃
金
額
変
更
に
関
す
る
人
事
考
課
（
昇
給
・
賞
与
の
査
定
等
）
の
違
法
性

に
係
る
紛
争
場
面
に
議
論
を
限
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
差
別
、
思
想
・
信
条
差
別
お
よ
び
性
差
別
に
関
す
る
人
事
考
課
な
ら
び
に
賃

金
関
連
以
外
の
処
遇
（
昇
進
、
配
置
転
換
、
雇
用
継
続
等
）
に
利
用
さ
れ
る
人
事
考
課
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
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二

学
説
の
概
要

人
事
考
課
に
関
す
る
学
説
は
、
人
事
考
課
の
結
果
に
基
づ
い
て
賃
金
額
を
変
更
す
る
権
利
（
形
成
権
）
を
使
用
者
に
認
め
る
か
否
か
に
よ

り
、
形
成
権
を
認
め
な
い
学
説
（
事
実
行
為
説
、
義
務
説
）
と
認
め
る
学
説
（
権
利
説
、
権
利
・
義
務
説
）
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

事
実
行
為
説

人
事
考
課
に
関
す
る
初
期
か
ら
の
学
説
と
し
て
、
人
事
考
課
の
実
施
自
体
お
よ
び
考
課
結
果
の
提
示
の
い
ず
れ
も
事
実
行
為
で
あ
り
、
考

課
結
果
ま
た
は
賃
金
額
変
更
の
提
示
を
契
約
変
更
の
申
込
み
と
解
す
る
事
実
行
為
説
が
あ
る
。

⑴

菊
池
説

菊
池
説３

）は
、
事
実
行
為
説
に
属
す
る
初
期
の
学
説
で
あ
る
。
同
説
は
、
人
事
考
課
は
意
思
を
形
成
す
る
前
提
的
作
業
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
は
労
働
者
の
関
知
し
な
い
経
営
内
部
行
為
で
あ
り
、
査
定
賃
金
額
の
提
示
は
賃
金
改
定
の
意
思
表
示
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
昇
給
に
労
働
者
が
納
得
で
き
な
い
場
合
に
は
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
、
賃
金
は
従
来
ど
お
り
に

維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑵

本
多
‖
鈴
木
説

菊
池
説
と
同
時
に
発
表
さ
れ
た
本
多
‖
鈴
木
説４

）も
、
人
事
考
課
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
菊
池
説
と
同
様
に
、
使
用

者
の
内
部
的
行
為
な
い
し
は
経
営
行
為
で
あ
る
人
事
考
課
に
よ
っ
て
一
方
的
に
賃
金
を
決
定
・
支
給
す
る
と
い
う
措
置
は
、
契
約
内
容
の
変

更
申
入
れ
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

⑶

高
荒
説

高
荒
説５

）は
、
事
実
行
為
説
の
立
場
か
ら
、
人
事
考
課
の
法
的
性
質
お
よ
び
人
事
考
課
に
関
す
る
労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い

て
詳
細
な
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。

同
説
は
、

使
用
者
は
、
労
働
契
約
上
の
一
方
当
事
者
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
労
働
契
約
上
何
の
根
拠
も
な
く
一
方
的
に
労
働
の
「
品

論 説
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質
」
に
つ
い
て
最
終
的
に
決
定
す
る
権
限
は
有
し
な
い
。
査
定
は
、
使
用
者
の
労
務
管
理
上
の
必
要
に
基
づ
く
内
部
的
な
評
価
作
業
に
す
ぎ

ず
、
対
労
働
者
と
の
関
係
で
、
当
然
に
賃
金
額
を
形
成
、
変
更
し
得
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
、
人
事
考
課
は
、
形
成
権
で
は
な
く
、
事

実
行
為
（
内
部
行
為
）
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
労
働
者
は
、
使
用
者
の
な
す
査
定
に
黙
示
の
承
諾
を
与
え
、
労
働
の
「
品
質
」
を

労
使
間
で
確
定
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

人
事
考
課
に
関
す
る
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
賞
与
や
昇
給
の
査
定
部
分
に
つ
い
て
は
、
標
準
以
上

（
ま
た
は
以
下
）
の
「
品
質
」
の
労
働
に
対
し
て
は
、
そ
の
「
品
質
」
に
応
じ
、
標
準
以
上
（
ま
た
は
以
下
）
の
対
価
‖
賃
金
を
支
払
う
旨

の
特
約
が
労
使
間
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
労
務
提
供
行
為
は
完
了
し
て
お
り
、
労
働
の
「
品
質
」
も
客
観
的
に
確
定
し
て
い
る
か
ら
、
労

働
者
は
、
使
用
者
の
「
品
質
」
評
価
行
為
‖
査
定
を
ま
た
な
く
と
も
、
労
働
の
「
品
質
」
に
応
じ
た
賃
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る６

）。
そ

れ
は
、
使
用
者
の
査
定
が
賃
金
請
求
権
発
生
の
た
め
に
必
要
な
要
件
で
あ
る
と
す
る
と
、
使
用
者
が
査
定
を
な
さ
な
い
場
合
あ
る
い
は
誤
っ

た
査
定
を
な
し
た
場
合
、
労
働
者
は
自
己
の
提
供
し
た
「
品
質
」
の
労
働
に
応
じ
た
賃
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
、
市
民

法
的
な
取
引
の
ル
ー
ル
（
ま
た
労
基
法
二
条
の
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
）
に
も
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。

⑷

野
田
説

野
田
説７

）は
、
使
用
者
は
、
考
課
査
定
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
裁
量
権
限
を
有
す
る
が
、
賃
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
労
働
者

が
個
別
に
明
確
な
承
諾
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る８

）と
し
、
使
用
者
の
賃
金
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
の
本
質
的
変
更
と
捉

え
、
そ
の
正
当
性
は
解
雇
の
正
当
性
に
準
じ
た
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
学
説
で
あ
る９

）。

同
説
に
よ
れ
ば
、
賃
金
減
額
を
も
た
ら
し
た
成
績
評
価
の
基
準
お
よ
び
実
施
の
妥
当
性
、
理
由
の
合
理
性
、
減
額
措
置
を
講
じ
る
に
価
す

る
か
に
つ
い
て
の
社
会
通
念
上
の
相
当
性
、
使
用
者
の
合
意
形
成
の
努
力
の
実
績
や
手
続
の
相
当
性
な
ど
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
減

額
措
置
は
、
正
当
性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
効
力
が
失
わ
れ
、
ま
た
は
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る10

）。

（82-２･３- ）913 657

人事考課の適正化について（畑井）



２

義
務
説

義
務
説
は
、
使
用
者
の
形
成
権
を
認
め
な
い
一
方
で
、
人
事
考
課
の
実
施
を
義
務
の
履
行
と
解
し
、
使
用
者
は
、
労
働
契
約
の
不
随
義
務

と
し
て
、
ま
た
は
信
義
則
上
、
公
正
評
価
義
務
を
負
う
と
す
る
学
説
で
あ
る
。

⑴

林
説

林
説11

）は
、
人
事
考
課
の
法
的
性
質
、
査
定
義
務
、
救
済
方
法
お
よ
び
証
明
責
任
等
人
事
考
課
に
関
す
る
体
系
的
な
理
論
を
展

開
し
て
い
る
。

同
説
に
よ
れ
ば
、
人
事
考
課
権
と
は
、
就
業
規
則
等
に
基
づ
い
て
所
定
の
賃
金
決
定
の
方
法
・
基
準
に
よ
り
、
各
従
業
員
の
査
定
資
料
の

蒐
集
、
評
定
点
な
ら
び
に
等
級
号
俸
の
一
応
の
決
定
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
賃
金
額
の
計
算
等
、
査
定
手
続
上
の
一
連
の
行
為
を
実
施
す
る

権
限
で
あ
る
。
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
（
労
基
法
二
条
一
項
）
に
よ
り
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
賃
金
額
を
一
方
的
に
決
定
で
き

る
権
限
は
委
ね
ら
れ
て
い
な
い
。
査
定
の
意
思
表
示
は
、
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
で
あ
る
。

使
用
者
は
、
人
事
考
課
制
度
に
内
在
す
る
一
般
的
制
約
と
し
て
、
①
査
定
実
施
義
務
、
②
公
正
査
定
義
務
お
よ
び
③
査
定
明
示
義
務
を
負

う
。救

済
方
法
と
し
て
は
、
査
定
の
意
思
表
示
の
無
効
確
認
、
査
定
の
や
り
直
し
、
査
定
差
別
に
よ
る
差
額
分
の
支
払
お
よ
び
債
務
不
履
行
ま

た
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
が
可
能
で
あ
る
。

証
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
契
約
上
の
義
務
違
反
あ
る
い
は
強
行
法
規
違
反
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
側
が
査
定
格
差
が
不
合

理
で
あ
る
こ
と
の
一
応
の
疎
明
を
す
れ
ば
、
使
用
者
側
は
、
公
正
な
査
定
に
よ
る
合
理
的
格
差
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
が
あ
る
。
他

方
、
査
定
権
限
の
濫
用
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
は
、
労
働
者
側
が
査
定
が
公
正
を
欠
き
違
法
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
責
任
を
負
う
。
労

働
者
側
が
査
定
格
差
の
不
合
理
性
に
つ
い
て
一
応
の
疎
明
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
側
が
積
極
的
な
反
証
を
提
示
し
な
い
場
合
に

は
、
挙
証
責
任
を
軽
減
し
、
査
定
の
違
法
性
を
推
認
す
べ
き
で
あ
る
。

（法政研究82-２･３- ）658 914
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⑵

毛
塚
説

毛
塚
説12

）は
、
人
事
考
課
が
職
業
的
能
力
の
評
価
で
あ
る
以
上
使
用
者
の
評
価
行
為
は
裁
量
行
為
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
、
使
用
者
の
適
正
評
価
義
務
を
説
得
的
に
論
じ
て
い
る
。

同
説
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
が
使
用
者
の
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
を
尊
重
す
べ
き
誠
実
義
務
を
負
う
の
と
同
様
に
、
使
用
者
も
ま
た
労
働

者
の
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
で
あ
る
職
業
的
能
力
を
尊
重
配
慮
す
べ
き
付
随
義
務
を
負
う
。
そ
し
て
、
能
力
・
成
果
主
義
賃
金
制
度
の
下

で
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
能
力
・
成
果
の
評
価
を
適
正
に
行
う
適
正
評
価
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
職
業
的
能
力
の
評
価
を
、

①
客
観
的
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
②
適
正
な
評
価
を
行
い
、
③
評
価
結
果
と
そ
の
理
由
を
労
働
者
に
開
示
、
説
明
す
る
義
務
を
負
う
。

救
済
方
法
と
し
て
は
、
使
用
者
の
能
力
評
価
行
為
は
、
裁
量
行
為
で
は
な
く
、
昇
給
・
昇
格
要
件
を
充
足
す
る
か
否
か
を
適
正
に
評
価
す

べ
き
契
約
上
の
義
務
を
履
行
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昇
給
・
昇
格
請
求
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
で
あ
る
。

証
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
差
別
や
格
差
の
存
在
を
主
張
す
れ
ば
、
適
正
評
価
義
務
を
負
う
使
用
者
は
、
客
観
的
評
価
基
準
に
従

い
適
正
に
評
価
し
た
も
の
で
あ
っ
て
差
別
や
不
合
理
な
格
差
で
は
な
い
旨
の
立
証
責
任
を
負
う
。
労
働
者
は
、
昇
給
・
昇
格
請
求
に
お
い

て
、
昇
給
・
昇
格
要
件
を
充
足
し
て
い
る
旨
の
一
応
の
証
明
さ
え
す
れ
ば
、
使
用
者
が
現
在
の
格
付
け
が
適
正
評
価
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し

え
な
い
限
り
、
昇
給
・
昇
格
の
要
件
は
充
足
さ
れ
る
。

⑶

石
井
説

石
井
説13

）は
、
成
果
主
義
や
能
力
主
義
の
下
で
は
、
考
課
制
度
は
双
方
向
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賃
金
決
定

の
あ
り
方
は
、
使
用
者
の
一
方
的
裁
量
行
為
の
結
果
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
個
別
的
な
交
渉
・
取
引
で
あ
る
と
捉
え
る
学
説
で
あ
り
、

使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
人
事
考
課
を
公
正
に
行
う
べ
き
信
義
則
上
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
人
事
考
課
は
、
使
用
者
の
権

利
行
使
で
あ
る
と
同
時
に
義
務
の
履
行
で
あ
る
。

公
正
評
価
義
務
の
内
容
と
し
て
は
、
①
客
観
的
・
合
理
的
な
考
課
基
準
の
策
定
・
公
開
、
②
公
正
な
人
事
考
課
、
結
果
の
開
示
あ
る
い
は

納
得
性
の
確
保
、
③
教
育
訓
練
・
能
力
開
発
・
適
正
配
置
お
よ
び
考
課
者
訓
練
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

救
済
方
法
と
し
て
は
、
債
務
不
履
行
の
場
合
、
昇
給
や
本
来
の
あ
る
べ
き
地
位
の
確
認
、
評
価
の
や
り
直
し
、
昇
格
の
請
求
が
可
能
で
あ
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る
。
適
正
な
評
価
、
妥
当
な
賃
金
処
遇
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
係
る
事
実
を
証
明
す
べ
き
責
任
は
、
使
用
者
に
あ
る
。

⑷

唐
津
説

唐
津
説14

）は
、
人
事
考
課
を
、
使
用
者
に
よ
る
賃
金
額
の
決
定
・
計
算
義
務
の
履
行
と
捉
え
る
学
説
で
あ
り
、
公
正
評
価
義

務
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

同
説
は
、
成
果
評
価
が
公
正
で
あ
る
こ
と
は
、
使
用
者
の
成
果
評
価
の
実
施
（
賃
金
額
の
決
定
・
計
算
義
務
の
履
行
）
に
際
し
て
契
約
上

要
請
さ
れ
る
信
義
則
上
の
義
務
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
公
正
評
価
義
務
の
内
容
は
、
評
価
基
準
設
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

①
成
果
評
価
の
手
続
の
開
示
、
②
評
価
基
準
の
明
示
、
③
評
価
基
準
の
合
理
性
、
評
価
基
準
の
適
用
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
④
評
価
行
為
の
客

観
性
、
⑤
評
価
結
果
の
開
示
で
あ
る
。

救
済
方
法
と
し
て
は
、
労
働
者
が
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
場
合
に
は
、
成
果
評
価
に
公
正
さ
が
欠
け
る
（
公
正
評
価

義
務
に
反
す
る
）
と
し
て
債
務
不
履
行
構
成
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
な
成
果
評
価
の
履
行
請
求
が
可
能
で
あ
る
。

３

権
利
説

権
利
説
（
形
成
権
説
）
は
、
使
用
者
の
形
成
権
を
認
め
、
他
方
、
労
働
者
の
保
護
を
権
利
濫
用
法
理
に
よ
り
図
ろ
う
と
す
る
学
説
で
あ

る
。

⑴

倉
地
説

権
利
説
に
立
つ
初
期
の
学
説
と
し
て
、
倉
地
説15

）が
あ
る
。
同
説
は
、
人
事
考
課
権
は
、
使
用
者
が
人
事
権
を
保
有
す
る
こ

と
に
伴
っ
て
当
然
に
認
め
ら
れ
た
重
要
な
権
能
で
あ
り
、
人
事
権
行
使
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
の
専
権
裁
量
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
人
事
権
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
労
働
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
労
働
者
が
労
働
力
の
管

理
処
分
権
を
包
括
的
に
使
用
者
に
委
ね
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
し
て
い
る
。
人
事
考
課
自
体
は
使
用
者
の
内
部
的
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵

土
田
説

土
田
説16

）は
、
人
事
考
課
の
法
的
性
質
、
不
法
行
為
法
上
の
注
意
義
務
（
公
正
評
価
義
務
）
お
よ
び
証
明
責
任
等
人
事
考
課

（法政研究82-２･３- ）660 916
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に
関
す
る
詳
細
で
体
系
的
な
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。

同
説
に
よ
れ
ば
、
就
業
規
則
等
に
基
づ
い
て
使
用
者
に
人
事
考
課
権
が
付
与
さ
れ
る
。
人
事
考
課
と
賃
金
決
定
と
の
連
動
を
認
め
る
こ
と

が
当
事
者
の
通
常
の
意
思
で
あ
る
と
し
て
、
人
事
考
課
権
は
形
成
権
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

成
果
主
義
人
事
に
お
い
て
は
、
人
事
考
課
は
無
制
約
の
も
の
で
は
な
く
、

公
正
な
評
価
」
を
内
在
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、
使
用
者
は
、

公
正
に
評
価
す
る
責
務
を
負
う
。
こ
の
責
務
は
、
独
立
し
て
訴
求
可
能
な
義
務
（
債
務
）
で
は
な
く
、
不
法
行
為
法
上
の
注
意
義
務
で
あ

る
。
使
用
者
は
、
こ
の
責
務
（
注
意
義
務
）
に
反
し
て
恣
意
的
評
価
を
行
い
、
労
働
者
に
経
済
的
損
害
（
賃
金
の
低
下
等
）
を
及
ぼ
し
た
と

き
は
、
人
事
考
課
権
の
濫
用
と
し
て
不
法
行
為
が
成
立
し
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

人
事
考
課
が
公
正
に
行
わ
れ
る
た
め
の
要
素
と
し
て
は
、
①
公
正
・
透
明
な
評
価
制
度
の
整
備
・
開
示
、
②
当
該
制
度
に
基
づ
く
公
正
な

評
価
の
実
施
、
③
評
価
結
果
の
説
明
・
開
示
、
④
紛
争
処
理
制
度
の
整
備
、
⑤
適
切
な
目
標
設
定
・
ア
ド
バ
イ
ス
、
能
力
開
発
制
度
の
整
備
、

職
務
選
択
の
自
由
の
保
障
（
社
内
公
募
制
・
社
内
Ｆ
Ａ
制
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
評
価
制
度
・
手
続
（
①
・
③
・
④
・
⑤
）
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
全
く
欠
い
た
り
、
不
十
分
で
あ
る
場
合
は
、
評
価
の
不
公
正
さ
が
推
定
さ
れ
る
た
め
、
使
用
者
は
、
こ
の
推
定
を
覆
す
た
め
に

評
価
の
公
正
さ
（
②
）
を
反
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
使
用
者
は
、
評
価
デ
ー
タ
を
公
開
す
べ
き
こ
と
に
な
り
、
労
働
者
の
立

証
責
任
の
軽
減
を
も
た
ら
し
う
る17

）。

４

権
利
・
義
務
説

権
利
・
義
務
説
は
、
人
事
考
課
が
使
用
者
の
裁
量
行
為
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
に
対
す
る
制
約
と
し
て
使
用
者
の
公
正
査
定
義
務

を
認
め
る
学
説
で
あ
る
。

⑴

秋
田
説

秋
田
説18

）は
、
権
利
・
義
務
説
を
採
る
初
期
の
学
説
で
あ
り
、
人
事
考
課
の
法
的
性
質
、
査
定
の
公
正
保
持
の
保
障
、
救
済
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方
法
お
よ
び
証
明
責
任
等
人
事
考
課
に
関
す
る
詳
細
な
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。

同
説
は
、
賃
金
に
関
す
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
、

職
能
給
と
い
う
、
労
働
者
の
提
供
す
べ
き
可
変
的
労
働
に
対
す
る
使
用
者
の
評
価
を

通
じ
て
そ
の
具
体
的
額
が
定
ま
る
賃
金
部
分
を
含
む
賃
金
体
系
に
従
っ
て
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
」
こ
と
を
定
め
た
包
括
的
な
契
約
関
係
と
捉

え
て
お
り
、
労
働
者
は
、
査
定
の
方
法
や
結
果
な
ど
査
定
に
関
す
る
裁
量
権
の
行
使
を
使
用
者
側
に
委
託
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
査
定
を

契
約
の
「
変
更
」
あ
る
い
は
契
約
変
更
の
「
申
入
れ
」
と
み
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
人
事
考
課
を
契
約
履
行
行
為
と
し
て
い

る
。同

説
に
よ
れ
ば
、
査
定
の
公
正
保
持
の
保
障
の
趣
旨
の
約
束
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
合
意
は
査
定
に
つ
い
て
の
裁
量
権
を
使

用
者
側
に
一
任
す
る
に
つ
い
て
の
交
換
的
合
意
（
ま
た
は
条
件
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
反
し
て
査
定
が
公
正
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
査
定
の
効
力
に
影
響
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
特
約
が
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
者
は
公
正
査
定
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

救
済
方
法
と
し
て
、
査
定
の
無
効
確
認
、
査
定
の
や
り
直
し
お
よ
び
差
別
な
き
賃
金
支
払
請
求
が
可
能
で
あ
る
。

⑵

本
多
説

本
多
説19

）は
、
使
用
者
に
形
成
権
と
公
正
査
定
義
務
を
認
め
、
他
方
、
労
働
者
に
公
正
査
定
請
求
権
を
認
め
る
学
説
で
あ

る
。同

説
に
よ
れ
ば
、
制
度
の
実
態
お
よ
び
当
事
者
の
意
識
か
ら
は
、
職
能
給
制
度
と
考
課
査
定
制
度
に
明
示
的
・
黙
示
的
に
同
意
し
た
以

上
、
賃
金
の
一
部
分
が
使
用
者
側
の
一
方
的
な
考
課
査
定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
制
度
に
本
質
的
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て

公
正
査
定
義
務
と
公
正
査
定
請
求
権
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
権
利
・
義
務
の
承
認
を
前
提
と
し
て
の
み
、
制
度
の
存
在
を
法
的
に
容
認
で

き
る
。

公
正
査
定
義
務
の
内
容
は
、
①
査
定
基
準
の
客
観
性
・
合
理
性
、
②
評
価
の
適
正
・
妥
当
性
、
③
査
定
者
の
公
平
性
、
④
査
定
結
果
の
公

正
さ
、
⑤
査
定
基
準
お
よ
び
査
定
結
果
の
公
開
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

救
済
方
法
と
し
て
は
、
査
定
の
欠
缺
や
不
当
違
法
な
査
定
の
場
合
、
公
正
査
定
請
求
権
に
基
づ
い
て
、
客
観
的
に
公
正
と
認
め
ら
れ
る
相
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当
額
（
労
働
者
全
体
の
平
均
額
）
の
支
払
請
求
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
概
観
し
て
き
た
人
事
考
課
に
関
す
る
学
説
の
検
討
か
ら
は
、
私
見
と
し
て
は
、
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
（
労
契
法
三
条
一

項
）
の
下
で
は
、
人
事
考
課
の
結
果
の
提
示
を
契
約
変
更
の
申
込
み
で
あ
る
と
捉
え
る
事
実
行
為
説
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
る
。

合
意
に
至
ら
な
い
場
合
の
処
理
等
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
に
お
い
て
検
討
す
る
。

三

裁
判
例
の
現
状

１

人
事
考
課
権
（
形
成
権
）

⑴

裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用

差
別
事
案
以
外
の
人
事
考
課
の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
は
、
一
貫
し
て
、
人
事
考
課
権
を
人
事
考
課
に
基
づ
い
て
賃
金
額
を
変
更
す

る
形
成
権
と
解
し
、
人
事
考
課
に
お
け
る
使
用
者
の
裁
量
権
を
認
め
て
お
り
、
人
事
考
課
は
裁
量
権
の
濫
用
や
逸
脱
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み

違
法
と
な
る
と
判
断
し
て
い
る
。
差
別
事
案
以
外
の
初
期
の
裁
判
例
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
使
用
者
の
裁
量
権
を
認
め
て
い
る20

）。

労
務
の
質
を
ど
う
評
価
す
る
か
の
自
由
が
労
務
の
提
供
を
受
け
る
側
に
は
あ
り
、
こ
の
評
価
が
受
け
入
れ
難
い
労
働
者
に
は
退
職

の
自
由
を
保
障
す
る
と
い
う
の
が
、
雇
傭
を
契
約
と
し
て
構
成
す
る
民
法
の
建
て
前
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
人
事
考
課
は
雇
用

者
で
あ
る
被
告
の
自
由
な
裁
量
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
に
お
い
て
も
、
原
告
と
の
雇
用
契
約
に
お
け
る
賃
金
決
定
の
基

準
と
な
る
原
告
の
提
供
し
た
労
務
の
質
の
評
価
は
人
事
考
課
に
基
づ
き
被
告
が
判
断
す
る
と
こ
ろ
に
依
る
の
で
あ
る
。」

そ
の
後
の
裁
判
例
も
、
裁
量
権
を
認
め
る
こ
と
で
は
一
貫
し
て
い
る
が
、

制
度
化
が
明
示
さ
れ
、
か
つ
そ
の
内
容
が
公
正
で
あ
る
と
い
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う
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
使
用
者
に
評
価
決
定
権
が
あ
る21

）」
と
し
て
、
使
用
者
の
裁
量
権
に
一
定
の
制
約
を
課
す
裁
判
例
が
現

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
事
考
課
権
の
行
使
が
違
法
と
な
る
特
別
の
事
情
に
つ
い
て
述
べ
る
裁
判
例
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ

う
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
人
事
考
課
権
の
行
使
が
違
法
と
な
る22

）。

第
一
に
、
評
価
基
準
に
合
理
性
を
欠
き
、
評
価
方
法
が
不
適
切
で
あ
る
等
の
た
め
に
評
価
結
果
に
著
し
い
不
公
正
が
生
ず
る
場
合
で
あ

る23
）。

こ
れ
に
は
、
⒜
評
価
の
根
拠
と
な
っ
た
事
実
に
関
す
る
誤
認
が
あ
る
場
合
、
⒝
重
要
視
す
べ
き
事
項
を
殊
更
に
無
視
し
、
そ
れ
ほ
ど
重

要
で
も
な
い
事
項
を
強
調
す
る
場
合
お
よ
び
⒞
評
価
対
象
期
間
外
の
事
由
を
考
慮
し
た
場
合24

）が
含
ま
れ
る
。
第
二
に
、
評
価
者
が
恣
意
に
わ

た
る
評
価
を
な
し
た
場
合25

）で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
⒟
動
機
に
お
い
て
不
当
な
も
の
が
あ
っ
た
場
合26

）が
含
ま
れ
る
。
第
三
に
、
不
当
労
働
行
為

や
性
差
別
等
の
差
別
待
遇
の
手
段
に
利
用
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
例
は
、
使
用
者
に
よ
る
人
事
考
課
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
差

額
賃
金
請
求
権
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
一
貫
し
て
い
る27

）。

差
額
賃
金
等
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
も
、
原
告
と
被
告
と
の
間
に
お
け
る
意
思
の
合
致
が
あ

り
そ
れ
に
基
づ
い
て
被
告
が
支
払
義
務
を
負
う
と
い
う
関
係
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
職
能
資
格
等
級
制
度
を
中
心
に
据
え
る

被
告
の
賃
金
体
系
の
下
に
あ
っ
て
は
、
労
働
契
約
に
よ
っ
て
抽
象
的
な
賃
金
請
求
権
は
発
生
す
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
な
額
は
被
告

に
よ
る
人
事
考
課
を
待
っ
て
初
め
て
決
定
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
原
告
に
対
す
る
…
査
定
が
存
し
な
い
本
件

に
お
い
て
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
差
額
賃
金
等
の
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。」

⑵

人
事
考
課
の
違
法
性
の
証
明
責
任

裁
判
例
に
お
い
て
は
人
事
考
課
が
違
法
と
さ
れ
る
た
め
の
こ
れ
ら
の
要
件
の
証
明
責
任
は
労
働
者
に
あ
る
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る28

）。
た

だ
し
、
近
時
の
裁
判
例
に
は
、
証
明
責
任
を
使
用
者
に
負
担
さ
せ
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
は
本
件
評
定
に
つ
き
立
証
を

し
て
い
な
い
か
ら
、
本
件
評
定
は
合
理
性
を
欠
く
人
事
権
の
行
使
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
ほ
か
な
い
と
し
て
、
評
定
が
合
理
性
を
有
す
る
こ

と
の
証
明
責
任
を
使
用
者
に
負
担
さ
せ
る
も
の29

）お
よ
び
人
事
考
課
規
則
等
の
「
評
価
上
の
留
意
事
項
」
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
の
基
準
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（
①
客
観
的
事
実
に
基
づ
く
こ
と
、
②
想
像
や
推
定
の
禁
止
、
③
他
事
考
慮
の
禁
止
、
④
自
律
的
な
評
価
）
に
基
づ
き
、
労
働
者
に
不
利
益

な
人
事
考
課
に
関
す
る
評
価
根
拠
事
実
の
証
明
責
任
を
使
用
者
に
負
担
さ
せ
る
も
の30

）が
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
時
の
裁
判
例
に
は
、
具
体
的
事
実
に
基
づ
く
評
価
を
求
め
る
も
の
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
降
級
の
事
例
に
お
い
て
、

降
級
を
行
う
に
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
具
体
的
事
実
を
必
要
と
し
、
具
体
的
事
実
に
よ
る
根
拠
に
基
づ
い
て
本
人
の
顕
在
能
力
と
業
績
が

属
す
る
資
格
（
‖
給
与
等
級
）
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と
比
べ
て
著
し
く
劣
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
判
示

す
る
も
の
が
あ
る31

）。
ま
た
、
人
事
考
課
規
則
に
よ
り
指
導
し
た
場
合
に
は
必
ず
記
載
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
教
育
職
員
職
務
実
績
記
録
に

記
載
が
な
い
事
実
を
原
告
の
否
定
的
評
価
の
材
料
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
お
よ
び
年
月
日
時
刻
の
記
載
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
原
告
に
対

す
る
評
価
は
「
事
実
に
基
づ
か
な
い
又
は
誤
認
し
た
事
実
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
す
る
も
の
が
あ

る32
）。以

上
の
よ
う
に
、
近
時
の
裁
判
例
に
は
、
就
業
規
則
等
の
規
定
に
則
っ
て
人
事
考
課
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
際
し

て
、
具
体
的
な
評
価
根
拠
事
実
の
記
載
・
記
録
を
求
め
、
労
働
者
に
不
利
益
な
事
実
に
つ
い
て
は
使
用
者
に
証
明
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
が

現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２

公
正
評
価
義
務

使
用
者
の
公
正
評
価
義
務
を
認
め
る
裁
判
例
は
極
め
て
少
な
い
。
思
想
・
信
条
を
理
由
と
す
る
賃
金
差
別
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
公
正
評

価
義
務
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
一
般
的
、
抽
象
的
に
は
認
め
て
い
る
も
の
が
あ
る33

）。

一
般
的
、
抽
象
的
に
は
公
正
査
定
義
務
を
信
義
則
上
負
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
人
事
考
課
・
査
定
に
つ
い
て
は
使
用
者

に
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
、
当
該
考
課
・
査
定
が
就
業
規
則
及
び
労
働
協
約
等
所
定
の
定
め
に
従
っ
て
手
続
き
上
正
当
に
な
さ
れ
て
い
る
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こ
と
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
使
用
者
は
考
課
・
査
定
の
内
容
を
逐
一
労
働
者
に
開
示
説
明
等
す
る
ま
で
の
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
こ
と

は
一
般
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
公
正
査
定
義
務
と
し
て
何
ら
か
の
内
容
の
義
務
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
ほ
か
は

な
く
、
原
告
労
働
者
ら
も
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
、
被
告
使
用
者
の
債
務
不
履
行
責
任
の
主
張
は
採
用
で

き
な
い
」。

他
方
、
近
時
の
裁
判
例
に
は
、
人
事
考
課
規
程
の
「
評
価
者
は
…
職
員
の
業
績
を
公
正
に
評
価
し
、
業
績
評
価
書
に
記
録
す
る
も
の
と
す

る
」
等
の
規
定
か
ら
、
公
正
評
価
義
務
を
肯
定
す
る
も
の
も
現
れ
て
い
る34

）。

四

人
事
考
課
の
適
正
化
に
関
す
る
考
察

１

人
事
考
課
に
関
す
る
労
働
契
約
の
解
釈

⑴

人
事
考
課
規
定
の
限
定
解
釈

権
利
説
お
よ
び
裁
判
例
は
、
使
用
者
は
人
事
考
課
権
を
は
じ
め
と
す
る
人
事
権
を
有
し
て
お
り
、
人
事
考
課
に
基
づ
い
て
労
働
者
の
賃
金

額
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
就
業
規
則
に
お
い
て
は
、
一
般
に
、

昇
給
額
は
、
会
社
の
経
営
状
況
を
勘
案
し
た

う
え
、
各
人
の
勤
務
成
績
、
能
力
、
勤
務
態
度
の
査
定
に
も
と
づ
き
個
別
的
に
決
定
す
る35

）」
と
い
っ
た
規
定
が
置
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
労

働
契
約
の
内
容
と
な
り
、
使
用
者
に
人
事
考
課
権
が
認
め
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

労
契
法
三
条
一
項
（
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
）
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

労
働
契
約
は
、
労
働
者
及
び
使
用
者
が
対
等
の
立
場
に
お
け
る
合
意
に
基
づ
い
て
締
結
し
、
又
は
変
更
す
べ
き
も
の
と
す
る
。」
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労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
か
ら
は
、
合
理
的
な
当
事
者
が
、
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
、
人
事
考
課
に
関
す
る
い
か
な
る
内
容
の
契
約

を
締
結
し
た
か
が
探
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

労
契
法
六
条
（
労
働
契
約
の
成
立
）
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

労
働
契
約
は
、
労
働
者
が
使
用
者
に
使
用
さ
れ
て
労
働
し
、
使
用
者
が
こ
れ
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
者

及
び
使
用
者
が
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。」

こ
の
よ
う
に
、
労
働
契
約
は
、
労
働
者
が
労
務
を
提
供
し
、
そ
の
対
償
と
し
て
使
用
者
が
賃
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
こ
と
に
よ
り
成
立

す
る
契
約
で
あ
る
。
労
契
法
六
条
か
ら
は
、
労
働
契
約
に
よ
り
使
用
者
が
取
得
す
る
の
は
労
務
指
揮
権
で
あ
り
、
賃
金
（
労
働
の
価
値
）
を

一
方
的
に
決
定
す
る
権
利
（
形
成
権
）
で
は
な
い36

）と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

労
契
法
八
条
の
労
働
条
件
変
更
の
合
意
に
は
、
具
体
的
な
変
更
労
働
条
件
に
つ
い
て
労
働
者
が
同
意
を
与
え
る
場
合
（
具
体
的
労
働
条
件

変
更
に
関
す
る
合
意
）
と
、
使
用
者
に
変
更
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
労
働
者
が
同
意
す
る
場
合
（
変
更
権
限
付
与
の
合
意
）
が
あ
る37

）。
九
条

の
就
業
規
則
変
更
に
よ
る
労
働
条
件
変
更
の
合
意
に
も
、
八
条
の
合
意
と
同
様
、
具
体
的
就
業
規
則
変
更
に
対
す
る
合
意
と
、
就
業
規
則
に

よ
る
労
働
条
件
変
更
権
限
付
与
の
合
意
が
あ
る38

）。
八
条
な
い
し
九
条
の
合
意
の
認
定
は
、
一
〇
条
の
合
理
性
審
査
の
潜
脱
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
厳
格
・
慎
重
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る39

）。
配
転
命
令
権
や
時
間
外
労
働
命
令
権
の
よ
う
な
労
働
条
件
を
変
更
す
る
権

限
（
留
保
変
更
権
）
を
設
定
す
る
こ
と
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
労
務
給
付
の
反
対
給
付
で
あ
る
賃
金
（
労
働
の
価
値
）
に
つ
い
て

は
変
更
権
限
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い40

）。

以
上
か
ら
は
、
人
事
考
課
に
関
す
る
労
働
契
約
の
内
容
と
し
て
は
、
評
価
項
目
・
要
素
（
評
価
基
準
）
に
基
づ
い
て
賃
金
が
決
定
さ
れ
る

と
い
う
賃
金
の
決
定
方
法
に
関
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
将
来
提
供
さ
れ
る
具
体
的
労
務
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
す
る
使
用
者
の
一

方
的
決
定
権
限
が
付
与
さ
れ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
事
考
課
の
結
果
の
提
示
は
、
形
成
権
行
使
の
意
思
表
示

（
法
律
行
為
）
で
は
な
く
、
契
約
変
更
の
申
込
み
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る41

）。
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⑵

人
事
考
課
に
関
す
る
労
働
契
約
の
内
容

（
イ
）
評
価
基
準
に
基
づ
く
賃
金
の
決
定
方
法
に
関
す
る
特
約

使
用
者
は
、
企
業
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
労
働
力
を
調
達
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
労
務
に
ど
の
よ
う
な
賃
金
を
支
払
う

か
を
決
定
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
評
価
基
準
ま
た
は
労
務
の
品
質
に
関
す
る
特
約
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
特
約
に
つ
い
て

は
、
評
価
基
準
に
規
定
さ
れ
た
品
質
の
労
務
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
停
止
条
件
（
民
法
一
二
七
条
一
項
）
と
し
て
、
評
価
基
準
に
従
っ
て
計

算
さ
れ
る
額
の
賃
金
請
求
権
が
発
生
す
る
契
約
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
給
付
し
た
労
務
が
評
価
基
準
に
客
観
的
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
評

価
基
準
に
基
づ
く
額
の
賃
金
請
求
権
が
発
生
し
、
労
働
者
は
、
当
該
額
の
賃
金
の
支
払
い
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る42

）。

（
ロ
）
人
事
考
課
を
行
う
権
利
と
義
務
の
創
設

人
事
考
課
規
定
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
権
利
・
義
務
を
含
む
労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
人
事
考
課
権
に
つ
い
て
は
、

使
用
者
の
一
方
的
決
定
権
限
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
は
、
人
事
考
課
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
賃
金
額
の
変
更
を
申
し
込
む
権

利
（
申
込
権
）
で
あ
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い43

）。
同
時
に
、
使
用
者
は
、
信
義
則
（
労
契
法
三
条
四
項
）
に
基
づ
く
付
随
義
務
と
し
て
、
公

正
に
労
務
の
評
価
を
行
う
義
務
（
公
正
評
価
義
務
）
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る44

）。
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
労
務
の
評
価
を
行
う
場
合

に
お
け
る
給
付
さ
れ
た
労
務
に
関
す
る
情
報
の
偏
在
や
情
報
へ
の
接
近
の
容
易
さ
な
ど
の
理
由
か
ら
、
人
事
考
課
の
実
施
と
結
果
の
提
示

（
申
込
み
）
の
委
託
に
関
す
る
準
委
任
契
約
（
民
法
六
五
六
条
）
に
類
似
す
る
無
名
契
約
が
締
結
さ
れ
た
も
の
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
公

正
評
価
義
務
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
３
節
に
お
い
て
検
討
す
る
。

（
ハ
）
合
意
が
成
立
し
な
い
場
合
の
処
理

使
用
者
に
よ
る
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
に
対
し
て
、
労
働
者
が
承
諾
の
意
思
表
示
を
す
れ
ば
、
労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る
賃
金
額
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
労
契
法
八
条
）。
他
方
、
労
働
者
が
承
諾
し
な
い
場
合
に
は
、
賃
金
額
の
変
更
と
い
う
法
的
効
果
は
発
生
し
な
い
。

で
は
、
合
意
が
成
立
し
な
い
場
合
の
処
理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
か
ら
は
、
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合
意
が
困
難
な
場
合
の
不
利
益
を
一
方
当
事
者
の
み
に
負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
労
働
契
約
は
継
続
的
契
約
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
労
務
の
品
質
に
つ
い
て
は
、
種
類
債
権
の
規
定
（
民
法
四
〇
一
条45

））
の
類
推
に
よ
り
、
中
等
の
品
質
を
有
す
る
物
が
給
付
さ
れ
た
も
の

と
推
定
し
、
平
均
的
な
評
価
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
諸
手
当
等
労
務
の
評
価
に
関
係
し
な
い
賃
金
部
分
に
つ
い
て

は
、
就
業
規
則
に
基
づ
き
変
更
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
使
用
者
が
客
観
的
に
公
正
な
評
価
に
基
づ
く
合
理
的
な
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
が

そ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
承
諾
拒
否
権
を
濫
用
（
労
契
法
三
条
五
項
）
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
の
内

容
に
沿
っ
て
契
約
が
変
更
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る46

）。
し
た
が
っ
て
、
承
諾
拒
否
権
濫
用
の
証
明
責
任
は
使
用
者
に
あ
る
た
め
、
賃
金
額

を
変
更
し
た
い
場
合
、
使
用
者
は
、
権
利
説
の
場
合
よ
り
も
、
人
事
考
課
を
よ
り
公
正
に
実
施
し
、
よ
り
十
分
な
説
明
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
次
に
、
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
が
合
理
的
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
採
用
す
べ
き
か
が
問
題

と
な
る
。
そ
の
検
討
を
行
う
前
に
そ
の
準
備
と
し
て
、
近
時
、
形
成
さ
れ
て
い
る
一
般
的
労
働
条
件
変
更
法
理
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

２

準
変
更
解
約
告
知
法
理
お
よ
び
一
般
的
労
働
条
件
変
更
法
理
の
形
成

⑴

準
変
更
解
約
告
知
法
理
の
形
成

近
時
、
労
働
契
約
の
本
質
的
変
更
に
あ
た
る
人
事
措
置
に
つ
い
て
解
雇
（
特
に
整
理
解
雇
）
の
法
理
で
救
済
し
よ
う
と
す
る
裁
判
例
が
現

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
目
的
で
な
さ
れ
た
転
籍
出
向
、
採
用
前
の
職
種
変
更
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
へ
の
転
換
な
ど
の
労
働
条
件

の
変
更
措
置
が
、
そ
れ
自
体
は
整
理
「
解
雇
」
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
解
雇
を
導
く
措
置
で
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
「
実

質
的
に
」
整
理
解
雇
で
あ
る
と
解
し
、
当
該
措
置
の
権
利
濫
用
性
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
整
理
解
雇
法
理
を
援
用
す
る
法
理
が
形
成
さ
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
（
以
下
、
準
変
更
解
約
告
知
法
理
と
い
う47

））。

⑵

配
転
権
濫
用
法
理
の
精
緻
化

個
別
的
労
働
条
件
変
更
法
理
と
し
て
の
配
転
権
濫
用
法
理48

）に
つ
い
て
も
、
近
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
詳
細
な
判
断
基
準
を

示
す
も
の
が
現
れ
て
い
る
。

不
利
益
が
通
常
甘
受
す
べ
き
程
度
を
超
え
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
配
転
の
必
要
性
の
程
度
、
配
転
を
避
け
る
可
能
性
の
程

度
、
労
働
者
が
受
け
る
不
利
益
の
程
度
、
使
用
者
が
な
し
た
配
慮
及
び
そ
の
程
度
等
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
検
討
し
て
判
断
す
る49

）」。

配
転
権
濫
用
の
判
断
要
素
で
あ
る
業
務
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
企
業
の
合
理
的
運
営
に
寄
与
す
る
限
り
は
肯
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
整
理
解
雇
、
変
更
解
約
告
知50

）、
準
変
更
解
約
告
知
の
各
法
理
よ
り
も
そ
の
程
度
が
低
い
と
い
え
る
が
、
上
記
の
裁
判
例
に
お

い
て
は
、
濫
用
判
断
に
際
し
て
、
使
用
者
の
必
要
性
と
労
働
者
の
不
利
益
に
つ
い
て
使
用
者
が
な
し
た
配
慮
を
考
慮
し
な
が
ら
比
較
衡
量
す

べ
き
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る51

）。

ま
た
、
配
転
に
お
け
る
手
続
、
説
明
の
妥
当
性
に
着
目
し
、
そ
れ
を
濫
用
判
断
の
要
素
と
す
る
裁
判
例
が
現
れ
て
い
る52

）。
た
と
え
ば
、
濫

用
判
断
の
要
素
と
し
て
、
業
務
上
の
必
要
性
と
労
働
者
の
不
利
益
に
加
え
て
、
配
転
命
令
の
手
続
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
あ
ら
か
じ
め
、

①
配
転
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
、
②
配
転
先
に
お
け
る
勤
務
形
態
や
処
遇
内
容
、
③
復
帰
の
予
定
等
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
具
体
的
か
つ

詳
細
な
説
明
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
説
明
を
尽
く
し
た
も
の
と
は
到
底
い
え
な
い
と
し
て
、
配
転
権
の
濫
用

を
認
め
る
も
の
が
あ
る53

）。

⑶

一
般
的
労
働
条
件
変
更
法
理
の
形
成

表
は
、
労
契
法
一
〇
条
、
配
転54

）、
準
変
更
解
約
告
知55

）、
変
更
解
約
告
知
の
労
働
条
件
変
更
法
理
お
よ
び
整
理
解
雇
法
理
の
要
件
要
素
を
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
①
使
用
者
の
労
働
条
件
変
更
ま
た
は
解
雇
を
行
う
必
要
性
と
労
働
者
の
不
利
益
の
程
度

と
の
比
較
衡
量
、
②
労
働
条
件
の
改
善
措
置
ま
た
は
解
雇
回
避
努
力
の
消
尽
お
よ
び
③
労
働
者
側
に
対
す
る
説
明
・
協
議
の
実
施
が
共
通
し
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

整
理
解
雇
に
お
い
て
は
比
較
衡
量
が
要
件
要
素
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る

が
、

人
員
削
減
の
必
要
性
」
に
高
度
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、

実
質
的
に
比
較
衡
量
が
要
件
要
素
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
同
様
に
、
変
更
解

約
告
知
に
お
い
て
も
、
労
働
条
件
変
更
の
必
要
不
可
欠
性
と
い
う
高
度
の
必
要
性
が
要

求
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
準
変
更
解
約
告
知
、
配
転
お
よ
び
労
契
法
一
〇
条
で
は
、
高

度
の
必
要
性
ま
で
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
定
程
度
の
必
要
性
お
よ
び
当
該
必
要

性
が
労
働
者
の
不
利
益
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
労
働

条
件
の
改
善
措
置
ま
た
は
解
雇
回
避
努
力
の
消
尽
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
考
慮
に
入

れ
て
比
較
衡
量
が
行
わ
れ
る
と
考
え
る
と
、
①
の
比
較
衡
量
の
考
慮
要
素
と
解
す
こ
と

が
で
き
る
。

以
上
か
ら
は
、
労
働
条
件
等
の
差
異
に
応
じ
て
業
務
上
の
必
要
性
の
程
度
を
調
整
し

な
が
ら
整
理
解
雇
か
ら
集
団
的
労
働
条
件
の
変
更
ま
で
を
適
用
範
囲
と
し
、
労
契
法
一

〇
条
の
要
件
要
素
と
共
通
す
る
①
業
務
上
の
必
要
性
と
労
働
者
の
不
利
益
と
の
「
比
較

衡
量
」
お
よ
び
②
「
説
明
・
協
議
の
実
施
」
を
要
件
要
素
に
含
む
一
般
的
労
働
条
件
変

更
法
理
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る56

）。

労働条件変更法理・整理解雇法理の要件要素の比較

労契法10条 配転法理 準変更解約告知法理 変更解約告知法理 整理解雇法理

②労働条件の変更の必要性 ①業務上の必要性 ①人員整理の必要性の

程度

①労働条件変更の必

要不可欠性

①人員削減の必要

性

①労働者の受ける不利益の程

度

②労働者の著しい不利

益

③原告の不利益の程度 ②①が労働者の不利

益を上回ること

③変更後の就業規則の内容の

相当性

（代償措置その他労働条件の

改善状況）

③使用者がなした配慮

及びその程度等

④配転を避ける可能性

の程度

②解雇回避措置の有

無・内容

③解雇回避努力の消

尽

②解雇回避努力の

消尽

④労働組合等との交渉の状況 ⑤説明 ④説明・協議の経緯 ④交渉経緯

⑤その他の就業規則の変更に

係る事情

③人選の相当性

注；丸数字は、要件要素が条文または判旨に現れる順番である。
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３

人
事
考
課
へ
の
一
般
的
労
働
条
件
変
更
法
理
の
適
用

⑴

一
般
的
労
働
条
件
変
更
法
理
の
適
用

人
事
考
課
に
基
づ
く
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
が
合
理
的
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
当
該
申
込
み
に
対
す
る
労
働
者
の
拒
絶
が
承
諾
拒
否
権

の
濫
用
と
な
る
）
か
否
か
を
判
定
す
る
基
準
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
基
準
と
し
て
は
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
労
働
条
件
等
が
、
準
変
更
解
約
告
知
法
理
に
お
い
て
は
期
間
の
定
め
の
有
無
、
正
社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
資
格
ま
た
は
転

籍
等
、
配
転
法
理
で
は
職
種
ま
た
は
勤
務
場
所
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
の
労
働
条
件
等
と
の
均
衡
上
、
両
法
理
と
同
様
の
一
般
的

労
働
条
件
変
更
法
理
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
以
下
、
こ
れ
を
、
人
事
考
課
に
基
づ
く
賃
金
改
定
法
理
と
い
う
）。
当
該
賃
金
改
定
法

理
か
ら
、
使
用
者
の
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
が
合
理
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
に
履
行
す
べ
き
注
意
義
務
（
公
正
評
価
義
務
）
の
内
容
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
の
注
意
義
務
は
、
同
時
に
、
信
義
則
に
基
づ
く
付
随
義
務
（
履
行
の
強
制
も
可
能
な
公
正
評
価
義
務
）
で
も
あ

る
と
考
え
る
。

賃
金
改
定
法
理
の
要
件
要
素
と
し
て
は
、
①
業
務
上
の
必
要
性
と
労
働
者
の
不
利
益
と
の
「
比
較
衡
量
」
お
よ
び
②
「
説
明
・
協
議
の
実

施
」
が
あ
る
。
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
が
適
法
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
要
素
を
充
足
す
る
必
要
が
あ
る
。
賃
金
額
変
更
の
場

合
の
業
務
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
評
価
基
準
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
程
度
の
従
前
の
賃
金
額
か
ら
の
変
動
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
賃
金
改
定
法
理
の
要
件
要
素
①
業
務
上
の
必
要
性
と
労
働
者
の
不
利
益
と
の
「
比
較
衡
量
」
か
ら
は
、
実
体
的
保
障
と
し
て
、

給
付
さ
れ
た
労
務
の
生
産
性
と
賃
金
が
等
し
く
（
あ
る
い
は
生
産
性
以
上
と
）
な
る
よ
う
に
、
人
事
考
課
に
基
づ
く
賃
金
額
変
更
が
提
示
さ

れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
当
該
賃
金
額
変
更
の
申
込
み
は
、
利
潤
最
大
化
と
い
う
企
業
目
的
の
観
点
か
ら
、
生
産
性
に
応
じ
た
賃
金
を
支

払
う
と
い
う
政
策
に
基
づ
く
契
約
変
更
の
申
込
み
と
い
え
る
。
比
較
衡
量
は
、

労
働
条
件
の
変
更
の
必
要
性
」
と
「
労
働
者
の
受
け
る
不

利
益
の
程
度
」
に
つ
い
て
、
労
働
条
件
の
改
善
措
置
の
程
度
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
行
わ
れ
る
。
賃
金
減
額
の
場
合
、
使
用
者
は
、
使
用
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者
側
の
労
働
条
件
変
更
の
必
要
性
（
評
価
の
低
下
幅
）
お
よ
び
労
働
者
の
不
利
益
の
程
度
（
賃
金
の
減
額
幅
±
代
償
措
置
等
）
を
比
較
衡
量

し
、
両
者
の
価
値
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
賃
金
の
改
定
を
申
し
込
む
義
務
（
適
正
評
価
義
務
お
よ
び
適
正
申
込
義
務
）
を
負
う
。

第
二
に
、
要
件
要
素
②
「
説
明
・
協
議
の
実
施
」
か
ら
は
、
手
続
的
保
障
と
し
て
、
人
事
考
課
制
度
の
運
用
の
公
正
性
・
合
理
性
の
保
障

が
要
請
さ
れ
る
。
使
用
者
は
、
評
価
結
果
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
人
事
考
課
の
過
程
・
結
果
に
つ
い
て
労
働
者

が
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
ま
で
資
料
開
示
・
説
明
・
協
議
を
行
う
誠
実
交
渉
義
務
を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
人
事
考
課
規
定
に

則
っ
て
、
公
正
か
つ
正
確
な
記
録
（
事
実
）
に
基
づ
い
て
人
事
考
課
を
行
う
適
正
手
続
義
務
も
負
う
こ
と
に
な
る
。
当
該
義
務
履
行
の
有
無

の
判
断
に
際
し
て
は
、
人
事
考
課
の
結
果
お
よ
び
そ
の
根
拠
事
実
に
関
す
る
資
料
の
開
示
等
の
有
無
が
考
慮
さ
れ
る
。

⑵

人
事
考
課
規
定
の
合
理
的
解
釈

労
契
法
一
〇
条
の
要
件
要
素
の
「
就
業
規
則
の
内
容
自
体
の
相
当
性
」
か
ら
は
、
実
体
的
保
障
と
し
て
、
人
事
考
課
制
度
自
体
の
公
正

性
・
合
理
性
が
要
請
さ
れ
る
。
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
（
労
契
法
三
条
一
項
）
に
照
ら
し
て
、
合
理
的
な
当
事

者
双
方
に
と
っ
て
の
合
理
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
者
は
、
人
事
考
課
規
定
に
基
づ
く
公
正
か
つ
合
理
的
な
賃
金
額
の
決
定
を
保
障

す
る
制
度
・
手
続
（
差
別
的
、
不
合
理
で
な
い
評
価
基
準
な
ら
び
に
苦
情
処
理
制
度
お
よ
び
紛
争
解
決
制
度
）
の
整
備
・
開
示
を
行
う
義
務

（
制
度
設
計
義
務
）
を
負
う
。

⑶

公
正
評
価
義
務
違
反
の
法
的
効
果
お
よ
び
救
済
方
法

使
用
者
は
、
人
事
考
課
に
関
す
る
制
度
設
計
義
務
、
適
正
評
価
義
務
、
適
正
申
込
義
務
、
適
正
手
続
義
務
お
よ
び
誠
実
交
渉
義
務
を
は
じ

め
と
す
る
公
正
評
価
義
務
を
負
う
。
使
用
者
は
、
人
事
考
課
に
基
づ
い
て
賃
金
額
変
更
を
申
込
む
場
合
に
お
い
て
、
公
正
評
価
義
務
を
履
行

し
た
場
合
に
は
、
当
該
申
込
み
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
、
当
該
申
込
み
に
対
す
る
労
働
者
の
拒
絶
は
、
承
諾
拒
否
権
の
濫
用
と
な
り
、
労
働

契
約
は
当
該
申
込
み
の
内
容
に
沿
っ
た
内
容
（
賃
金
額
）
に
変
更
さ
れ
る
。

他
方
、
使
用
者
が
公
正
評
価
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
込
み
は
、
合
理
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
申
込
権
の
濫
用
と
評
価
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さ
れ
、
無
効
と
な
る
。
賃
金
額
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
を
除
い
て
現
状
維
持
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
公
正
評
価
義
務
の
不
履

行
と
し
て
、
労
働
者
は
、
昇
給
・
昇
格
の
確
認
、
評
価
の
や
り
直
し
、
差
額
賃
金
支
払
お
よ
び
差
額
分
の
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

公
正
評
価
義
務
の
履
行
（
合
理
性
の
存
在
）
の
証
明
責
任
は
、
使
用
者
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
労
務
の
生
産
性

が
賃
金
に
見
合
わ
な
い
と
評
価
し
た
場
合
に
お
い
て
賃
金
を
減
額
す
る
た
め
に
は
、
公
正
評
価
義
務
の
履
行
と
し
て
、
合
理
的
な
人
事
考
課

制
度
の
下
で
、
労
働
の
生
産
性
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
賃
金
額
を
算
定
し
た
上
で
労
働
者
に
賃
金
額
の
改
定
を
申
し
込
み
、
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
説
明
・
協
議
し
、
説
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

五

お
わ
り
に

本
稿
に
お
い
て
は
、
使
用
者
の
人
事
考
課
に
関
す
る
裁
量
権
お
よ
び
人
事
考
課
に
基
づ
く
賃
金
額
変
更
権
（
形
成
権
）
は
認
め
ら
れ
ず
、

賃
金
額
を
変
更
す
る
た
め
に
は
労
働
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ら
び
に
変
更
解
約
告
知
法
理
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
的
・
集
団
的
労

働
条
件
変
更
法
理
等
に
関
す
る
検
討
か
ら
使
用
者
は
人
事
考
課
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
賃
金
額
変
更
に
際
し
て
公
正
評
価
義
務
を
負
う
べ
き

こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
最
後
に
、
本
稿
に
お
い
て
提
案
し
た
人
事
考
課
に
関
す
る
解
釈
を
採
用
す
る
意
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。第

一
に
、
当
該
説
・
法
理
が
労
働
条
件
対
等
決
定
の
原
則
と
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
使
用
者
に
よ
る
人
事

考
課
の
結
果
の
提
示
を
契
約
変
更
の
申
込
み
と
解
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
従
前
の
賃
金
水
準
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
該
原
則
が
指
し
示
す
解
釈
の
方
向
と
合
致
す
る
も
の
と
い
え
る
。

第
二
に
、
使
用
者
の
公
正
評
価
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
が
最
も
重
要
な
労
働
条
件
で
あ
る
賃
金
に
つ
い
て
対
等
な
立
場
で
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交
渉
し
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
賃
金
を
減
額
し
た
い
場
合
に
は
、
公
正
評
価

義
務
を
履
行
し
た
上
で
、
公
正
で
合
理
的
な
賃
金
減
額
の
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
使
用
者
が
人
事
考
課
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
ま
た

は
不
当
な
人
事
考
課
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
労
働
者
は
、
あ
る
べ
き
昇
給
・
昇
格
の
確
認
や
人
事
考
課
の
や
り
直
し
な
ど
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
公
正
評
価
義
務
を
認
め
る
こ
と
が
企
業
の
経
営
目
的
達
成
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
事
管
理
論
に
よ
れ
ば
、

公
正
な
人
事
考
課
を
行
う
こ
と
が
労
働
者
の
士
気
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
経
済
学
の
知
見57

）に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
成
果

等
に
つ
い
て
企
業
が
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
労
働
者
に
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
人
事
考
課
に
対
す
る
労
働
者
の

納
得
感
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

１
）

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
従
業
員
の
意
識
と
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
に
関
す
る
調
査
（JIL

P
T

調
査
シ
リ
ー
ズN

o
.51

）』

労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
、
二
〇
〇
八
年
）
二
五
九

二
六
四
頁
。

２
）

三
年
前
と
比
べ
て
「
高
く
な
っ
た
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
高
く
な
っ
た
」
が
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
低
く
な
っ
た
」
と

「
低
く
な
っ
た
」
が
二
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
・
前
掲
注

１
）報
告
書
・
二
六
三

二
六
四
頁
。

３
）

菊
池
高
志
「

人
事
権
」
の
検
討
・
２
」
労
旬
八
四
九
号
（
一
九
七
四
年
）
四
頁
。

４
）

本
多
淳
亮
‖
鈴
木
弘
「
人
事
考
課
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
」
労
旬
八
四
九
号
（
一
九
七
四
年
）
二
〇
頁
。

５
）

高
荒
敏
明
「
人
事
考
課
・
査
定
の
法
的
性
格
と
「
昇
進
」

昇
給
」

差
別
賃
金
」
請
求
権
」
労
旬
九
二
七
号
（
一
九
七
七
年
五
月
）
三
二
頁
。

６
）

停
止
条
件
に
つ
い
て
は
、
昇
格
に
関
し
て
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昇
給
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
推
定
し
た
。

７
）

野
田
進
「
能
力
・
成
果
主
義
賃
金
と
労
働
者
の
救
済
」
季
労
一
八
五
号
（
一
九
九
八
年
）
六
五
頁
。

８
）

た
だ
し
、
野
田
・
前
掲
注

７
）論
文
七
五
頁
は
、
成
果
主
義
賃
金
の
場
合
﹇
年
俸
制
な
ど
目
標
設
定
の
あ
る
場
合
﹈
に
は
、
考
課
査
定
を
適
正
に
行

う
義
務
を
負
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
信
義
則
上
の
適
正
査
定
義
務
の
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
不
法
行
為
ま
た
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
責
任
追
及
（
損

害
賠
償
請
求
）
が
可
能
で
あ
る
。

９
）

こ
の
法
理
は
、

準
解
約
告
知
法
理
」
に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
る
。
当
該
法
理
に
つ
い
て
は
、
野
田
進
「
変
更
解
約
告
知
と
整
理
解
雇
法
理
｜
判
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例
に
お
け
る
準
解
約
告
知
法
理
の
展
開
｜
」
法
政
六
六
巻
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
七
頁
を
参
照
。

10
）

事
実
行
為
説
を
採
る
学
説
と
し
て
は
、
他
に
、
森
本
弥
之
介
『
賃
金
差
別
と
不
当
労
働
行
為
（
職
場
の
判
例
労
働
法
１
）』

労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
、

一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。

11
）

林
和
彦
「
賃
金
査
定
と
労
働
契
約
の
法
理
」
労
判
三
三
三
号
（
一
九
八
〇
年
三
月
）
四
頁
。

12
）

毛
塚
勝
利
「
賃
金
処
遇
制
度
の
変
化
と
労
働
法
学
の
課
題
」
労
働
八
九
号
（
一
九
九
七
年
）
五
頁
。

13
）

石
井
保
雄
「
最
近
の
賃
金
処
遇
の
動
向
と
人
事
考
課
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
」
労
働
八
九
号
（
一
九
九
七
年
）
八
五
頁
。
石
井
説
を
義
務
説
に
分
類
し

た
の
は
、
人
事
考
課
は
権
利
の
行
使
で
あ
る
と
の
指
摘
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
権
利
に
は
形
成
権
が
含
ま
れ
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

14
）

唐
津
博
「
使
用
者
の
成
果
評
価
権
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
」
季
労
一
八
五
号
（
一
九
九
八
年
）
四
三
頁
。

15
）

倉
地
康
孝
『
人
事
考
課
と
賃
金
差
別
』

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
六
年
）
五
二
頁
。

16
）

土
田
道
夫
「
成
果
主
義
人
事
と
人
事
考
課
・
査
定
」
土
田
道
夫
・
山
川
隆
一
編
『
成
果
主
義
人
事
と
労
働
法
』

日
本
労
働
研
究
機
構
、
二
〇
〇
三
年
）

五
七
頁
。

17
）

権
利
説
を
採
る
学
説
と
し
て
は
、
他
に
、
安
西
愈
「
人
事
考
課
・
査
定
」
角
田
邦
重
・
毛
塚
勝
利
・
浅
倉
む
つ
子
『
労
働
法
の
争
点
（
第
３
版
）

法

律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
７
）』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
二
〇
二

二
〇
五
頁
、
柳
屋
孝
安
「
人
事
考
課
の
裁
量
性
と
公
正
さ
を
め
ぐ
る
法
理
論
」
労
研

六
一
七
号
（
二
〇
一
一
年
）
三
三
頁
が
あ
る
。

18
）

秋
田
成
就
「
賃
金
決
定
に
お
け
る
人
事
考
課
の
法
的
問
題
」
季
労
一
〇
五
号
（
一
九
七
七
年
九
月
）
七
頁
。

19
）

本
多
淳
亮
「
人
事
考
課
と
賃
金
差
別
」
季
労
一
一
六
号
（
一
九
八
〇
年
六
月
）
四
頁
。

20
）

安
田
信
託
銀
行
事
件
・
東
京
地
判
昭
和
六
三
・
一
〇
・
一
七
労
判
五
二
九
号
六
二
頁
。

21
）

日
本
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
所
事
件
・
東
京
高
判
平
成
二
〇
・
四
・
九

労
判
九
五
九
頁
（
年
俸
制
の
事
案
）。

22
）

以
下
の
基
準
一
、
二
、
三
に
つ
い
て
は
東
京
交
通
会
館
事
件
・
東
京
地
判
昭
和
五
九
年
三
月
二
九
日
労
判
四
二
九
号
四
四
頁
、
⒜
⒝
⒟
に
つ
い
て
は

光
洋
精
工
事
件
・
大
阪
高
判
平
成
九
年
一
一
月
二
五
日
労
判
七
二
九
号
三
九
頁
、
⒞
に
つ
い
て
は
マ
ナ
ッ
ク
事
件
・
広
島
高
判
平
成
一
三
・
五
・
二
三
労
判

八
一
一
号
二
一
頁
。

23
）

こ
の
場
合
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
、
本
件
人
事
制
度
に
則
っ
て
適
切
に
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
本
件
評
定
は
合
理
性
を
欠

き
、
同
評
定
を
基
礎
と
す
る
本
件
降
格
等
は
人
事
権
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
無
効
と
し
た
国
際
観
光
振
興
機
構
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
九
・

五
・
一

七
労
判
九
四
九
号
六
六
頁
。

24
）

前
掲
注

22
）マ
ナ
ッ
ク
事
件
。
以
下
、
各
場
合
に
該
当
す
る
裁
判
例
を
挙
げ
る
。

25
）

住
友
生
命
保
険
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
一
三
・
六
・
二
七
労
判
八
〇
九
号
五
頁
（
既
婚
女
性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
一
律
の
低
査
定
に
つ
き
人
事
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権
の
濫
用
に
よ
る
不
法
行
為
を
認
め
た
）。

26
）

日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ス
テ
ム
（
人
事
考
課
）
事
件
・
大
阪
地
判
平
成
二
一
・
一
〇
・
八
労
判
九
九
九
号
六
九
頁
（
異
常
に
低
い
人
事
評
価
を
嫌
が
ら
せ

目
的
と
認
定
し
、
人
事
権
を
甚
だ
し
く
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
不
法
行
為
に
あ
た
る
と
し
、
慰
謝
料
三
〇
〇
万
円
を
認
容
し
た
）。

27
）

松
阪
鉄
工
所
事
件
・
津
地
判
平
成
一
二
・

九
・
二
八
労
判
八
〇
〇
号
六
一
頁
。
本
件
で
は
、
差
額
賃
金
額
支
払
い
は
否
定
さ
れ
た
が
、
慰
謝
料
二
〇

〇
万
円
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。

28
）

前
掲
注

22
）光
洋
精
工
事
件
。

29
）

前
掲
注

23
）国
際
観
光
振
興
機
構
事
件
。

30
）

三
浦
健
康
学
園
〔
東
京
都
人
事
委
〕
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
二
・
五
・
一
三
労
旬

一
七
二
六
号
五
四
頁
、
東
京
都
人
事
委
事
件
（
判
定
取
消
請
求
）

事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
二
・
五
・
二
八
労
判

一
〇
一
二
号
六
〇
頁
。

31
）

マ
ッ
キ
ャ
ン
エ
リ
ク
ソ
ン
事
件
・
東
京
高
判
平
成
一
九
・
二
・
二
二
労
判

九
三
七
号
一
七
五
頁
。

32
）

前
掲
注

30
）三
浦
健
康
学
園
事
件
。

33
）

中
部
電
力
事
件
・
名
古
屋
地
判
平
成
八
・
三
・
一
三
判
時
一
五
七
九
号
三
頁
。

34
）

前
掲
注

30
）三
浦
健
康
学
園
事
件
。

35
）

山
川
隆
一
『
雇
用
関
係
法
（
第
４
版
）』

新
世
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
二
〇
頁
。

36
）

高
荒
・
前
掲
注

５
）論
文
三
四

三
五
頁
、
森
本
・
前
掲
注

10
）書
七
四

七
五
頁
、
石
井
・
前
掲
注

13
）論
文
九
五
頁
。

37
）

荒
木
尚
志
・
菅
野
和
夫
・
山
川
隆
一
『
詳
説

労
働
契
約
法
』

弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
一
一
〇
頁
。

38
）

荒
木
他
・
前
掲
注

37
）書
一
一
六
頁
。
労
契
法
九
条
を
反
対
解
釈
す
る
と
、
就
業
規
則
変
更
に
よ
る
労
働
条
件
不
利
益
変
更
に
労
働
者
が
同
意
す
れ

ば
、
労
働
条
件
変
更
は
可
能
で
あ
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。
同
書
一
一
六
頁
。

39
）

荒
木
他
・
前
掲
注

37
）書
一
一
二
頁
。

40
）

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
撤
回
留
保
は
、
労
働
契
約
の
本
質
的
要
素
に
つ
い
て
使
用
者
に
一
方
的
な
変
更
権
を
認
め
る
場
合
に
は
、
労
働
者
の
同
意
が

あ
っ
て
も
許
さ
れ
な
い
。
西
谷
敏
「
労
働
条
件
の
個
別
化
と
法
的
規
整
」
労
研
四
七
〇
号
（
一
九
九
九
年
）
二
九
頁
。

41
）

菊
池
・
前
掲
注

３
）論
文
一
八

一
九
頁
、
本
多
‖
鈴
木
前
掲
注

４
）論
文
二
三
頁
、
林
・
前
掲
注

11
）論
文
一
八
頁
。

42
）

高
荒
・
前
掲
注

５
）論
文
三
四

三
五
頁
、
秋
田
・
前
掲
注

18
）論
文
八
頁
。

43
）

林
・
前
掲
注

11
）論
文
一
八
頁
。

44
）

林
・
前
掲
注

11
）論
文
一
九
頁
、
毛
塚
・
前
掲
注

12
）論
文
一
九
頁
以
下
、
石
井
・
前
掲
注

13
）論
文
九
七
頁
以
下
、
唐
津
・
前
掲
注

14
）論
文
四
五

頁
以
下
。
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45
）

労
務
請
求
権
は
「
種
類
債
権
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
性
質
が
許
す
範
囲
で
は
、
種
類
債
権
の
規
定
を
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
、
と
通
常
解

さ
れ
て
い
る
。」
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
（
新
版
）』

有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
三
四
頁
。

46
）

古
河
郵
便
局
（
配
転
命
令
拒
否
）
事
件
・
水
戸
地
下
妻
支
判
昭
和
四
五
・
一
二
・
二
五
判
タ
二
五
六
号
一
〇
八
頁
。
同
判
決
は
、

使
用
者
が
労
働
者

に
対
し
て
そ
の
必
要
性
を
示
し
て
右
の
如
き
労
働
条
件
変
更
の
同
意
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
な
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
が
合
理
的
理
由
も
な
く

恣
意
的
に
こ
れ
を
承
諾
し
な
い
と
き
は
、
承
諾
拒
否
権
の
濫
用
と
し
て
、
使
用
者
が
申
し
入
れ
た
内
容
に
従
っ
た
労
働
契
約
が
新
た
に
締
結
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

47
）

野
田
進
「
変
更
解
約
告
知
と
整
理
解
雇
法
理
｜
判
例
に
お
け
る
準
変
更
解
約
告
知
法
理
の
展
開
｜
」
法
政
六
六
巻
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
七
頁
。

人
事
考
課
に
基
づ
く
賃
金
減
額
に
労
働
者
が
同
意
し
な
い
場
合
に
お
い
て
解
雇
さ
れ
る
蓋
然
性
は
極
め
て
低
い
と
い
え
る
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
法
の
変
更
解

約
告
知
に
対
す
る
留
保
付
承
諾
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
の
状
況
（
変
更
法
理
型
）
に
あ
る
と
評
価
し
う
る
た
め
、
賃
金
減
額
の
申
込
み
に
対

し
て
準
変
更
解
約
告
知
法
理
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
も
可
能
と
い
え
よ
う
。
同
旨
、
野
田
・
前
掲
注

７
）論
文
七
五
頁
。

48
）

当
該
転
勤
命
令
に
つ
き
業
務
上
の
必
要
性
が
存
し
な
い
場
合
又
は
業
務
上
の
必
要
性
が
存
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
…
労
働
者
に
対
し
通
常
甘
受
す

べ
き
程
度
を
著
し
く
超
え
る
不
利
益
を
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
き
」
等
に
は
、
当
該
転
勤
命
令
は
権
利
の
濫
用
に
な
る
。
東
亜
ペ
イ
ン
ト
事
件
・
最
二

小
判
昭
和
六
一
・
七
・
一
四
労
判
四
七
七
号
六
頁
。

49
）

ネ
ス
レ
日
本
（
配
転
拒
否
）
事
件
・
大
阪
高
判
平
成
一
八
・
四
・
一
四
労
判
九
一
五
号
六
〇
頁
。

50
）

変
更
解
約
告
知
と
は
、

雇
用
契
約
で
特
定
さ
れ
た
職
種
等
の
労
働
条
件
を
変
更
す
る
た
め
の
解
約
、
換
言
す
れ
ば
新
契
約
締
結
の
申
込
み
を
と
も

な
っ
た
従
来
の
雇
用
契
約
の
解
約
」
で
あ
る
。
変
更
解
約
告
知
法
理
に
お
い
て
は
、
①
労
働
条
件
変
更
の
必
要
不
可
欠
性
が
労
働
条
件
変
更
に
よ
る
労
働

者
の
不
利
益
を
上
回
っ
て
い
て
、
変
更
解
約
告
知
が
そ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
の
解
雇
を
正
当
化
す
る
に
足
り
る
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ

び
②
解
雇
回
避
の
努
力
が
十
分
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
変
更
解
約
告
知
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ

ビ
ア
航
空
事
件
・
東
京
地
決
平
成
七
・
四
・
一
三
労
判
六
七
五
号
一
三
頁
。

51
）

荒
木
尚
志
『
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
労
働
条
件
変
更
法
理
』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
二
九
二
頁
。

52
）

荒
木
尚
志
『
労
働
法
（
第
２
版
）』

有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
三
九
八
頁
。

53
）

日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ス
テ
ム
事
件
・
大
阪
高
判
平
成
一
七
・
一
・
二
五
労
判
八
九
〇
号
二
七
頁
。
こ
の
他
に
、
説
明
・
情
報
提
供
の
有
無
を
濫
用
判
断

の
要
素
と
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
直
源
会
相
模
原
南
病
院
（
解
雇
）
事
件
・
東
京
高
判
平
成
一
〇
・
一
二
・
一
〇
労
判
七
六
一
号
一
一
八
頁
、
エ
フ
ピ
コ
事

件
・
東
京
高
判
平
成
一
二
・
五
・
二
四
労
判
七
八
五
号
二
二
頁
、
メ
レ
ス
グ
リ
オ
事
件
・
東
京
高
判
平
成
一
二
・
一
一
・
二
九
労
判
七
九
九
号
一
七
頁
、
山

宗
事
件
・
静
岡
地
沼
津
支
判
平
成
一
三
・
一
二
・
二
六
労
判
八
三
六
号
一
三
二
頁
が
あ
る
。

54
）

前
掲
注

48
）東
亜
ペ
イ
ン
ト
事
件
、
前
掲
注

49
）ネ
ス
レ
日
本
（
配
転
拒
否
）
事
件
お
よ
び
前
掲
注

53
）の
裁
判
例
。
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55
）

三
和
機
材
事
件
・
東
京
地
判
平
成
七
・
一
二
・
二
五
日
労
判
六
八
九
号
三
一
頁
。

56
）

人
事
権
の
行
使
の
適
法
性
判
断
に
際
し
て
比
較
衡
量
を
要
請
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
例
（
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ

事
件
・
東
京
地
判
平
成
七
・
一
二
・
四
労
判
六
八
五
号
一
七
頁
）
は
、

採
用
、
配
置
、
人
事
考
課
等
の
人
事
権
の
行
使
は
雇
用
契
約
に
そ
の
根
拠
を
有
す

る
。
人
事
権
の
行
使
は
労
働
者
の
人
格
権
を
侵
害
す
る
等
の
違
法
・
不
当
な
目
的
・
態
様
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ

の
裁
量
判
断
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
側
に
お
け
る
業
務
上
・
組
織
上
の
必
要
性
の
有
無
・
程
度
、
労
働
者
が
そ
の
職

務
・
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
・
適
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
労
働
者
の
受
け
る
不
利
益
の
性
質
・
程
度
等
の
諸
点
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示

し
て
い
る
。
こ
の
判
示
に
つ
い
て
、
唐
津
・
前
掲
注

14
）論
文
五
一
頁
は
、
配
転
命
令
の
適
法
性
判
断
に
係
る
最
高
裁
の
判
断
基
準
（
前
掲
注

48
）東
亜

ペ
イ
ン
ト
事
件
）
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

57
）

労
働
者
の
成
果
や
企
業
業
績
が
悪
化
し
た
際
に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
は
、
労
働
者
に
は
き
ち
ん
と
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
、
ま
た
企
業
に

は
正
直
に
情
報
を
伝
え
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
。」
江
口
匡
太
『
キ
ャ
リ
ア
・
リ
ス
ク
の
経
済
学
』

生
産
性
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
二
三
五
頁
。
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